
　
　
　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
則

　
　
　
第
一
章
総
　
　
　
則

第
一
条
本
会
は
同
志
杜
大
学
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
　
本
会
は
国
文
学
・
国
語
お
よ
び
国
語
教
育
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
　
本
会
の
会
員
は
同
志
杜
大
学
国
文
学
専
攻
に
属
す
る
左
記
の
も
の
と

　
す
る
。

　
１
　
専
任
教
員

　
２
　
学
部
在
学
生

　
３
　
大
学
院
在
学
生
（
博
士
課
程
前
期
・
後
期
）

　
４
　
学
部
卒
業
生

　
５
　
大
学
院
修
了
生

　
た
だ
し
、
特
に
入
会
を
希
望
し
、
評
議
員
会
の
認
め
た
も
の
は
会
員
に
な
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
　
第
三
条
４
・
５
項
目
の
会
員
で
、
卒
業
ま
た
は
修
了
後
四
年
以
上
を

　
経
過
し
た
者
、
お
よ
び
第
三
条
た
だ
し
書
き
に
よ
る
会
員
は
、
退
会
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
会
員
の
う
ち
、
会
費
の
滞
納
が
二
年
分
以

　
上
に
及
ん
だ
老
は
、
退
会
の
意
思
を
表
明
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
　
退
会
老
が
復
会
を
希
望
す
る
場
合
は
、
未
納
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す

　
る
。

第
五
条

第
六
条

　
う
◎

１２３４５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
本
会
の
事
務
所
を
同
志
杜
大
学
文
学
都
国
文
学
研
究
室
に
お
く
。

第
二
章
事
　
　
　
業

　
本
会
の
第
二
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
左
記
の
事
業
を
行
な

第
七
条

第
八
条

第
九
条１２３４５

研
究
会
の
開
催

講
演
会
の
開
催

機
関
誌
の
発
行

研
究
上
必
要
な
調
査
見
学

そ
の
他
、
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

第
三
章
　
組
織
お
よ
び
役
員

　
会
長
は
会
を
代
表
す
る
。
会
長
は
専
任
教
員
の
互
選
に
よ
る
。

　
評
議
員
会
は
総
会
に
準
ず
る
決
議
機
関
で
あ
る
。

　
評
議
員
の
選
出
は
左
記
に
よ
る
。

専
任
教
員

学
都
在
学
生

大
学
院
在
学
生

学
部
卒
業
生

大
学
院
修
了
生

一
部

二
部

　
全
員

十
二
名

　
四
名

　
一
名

　
二
名

　
一
名

た
だ
し
、
４
・
５
項
に
つ
い
て
は
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。



第
十
条
　
常
任
委
員
会
は
会
務
の
企
画
、
立
案
、
執
行
に
当
る
。

第
十
一
条
　
常
任
委
員
の
選
出
は
左
記
に
よ
る
。

　
１
　
専
任
教
員
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
名

　
２
　
学
部
在
学
生
　
一
部
四
名
　
二
部
一
名

　
３
　
大
学
院
在
学
生
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
４
　
学
部
卒
業
生
　
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
５
　
大
学
院
修
了
生
　
　
　
　
　
　
　
一
名

　
た
だ
し
、
４
・
５
項
に
つ
い
て
は
会
長
が
こ
れ
を
委
嘱
す
る
。

第
十
二
条
　
会
計
監
査
は
二
名
と
し
、
評
議
員
会
が
委
嘱
す
る
。

第
十
三
条
　
役
員
の
任
期
は
一
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
選
を
さ
ま
た
げ
た
い
。

第
十
四
条
　
第
三
条
の
各
項
の
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
会
を
設
げ
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

　
　
　
第
四
章
総
　
　
　
会

第
十
五
条
　
総
会
は
本
会
の
最
高
の
決
議
機
関
で
あ
る
。

第
十
六
条
　
総
会
の
開
催
は
左
記
に
よ
る
。

　
１
　
定
期
総
会
は
年
一
回
こ
れ
を
開
か
ね
ぼ
な
ら
た
い
。

　
２
　
臨
時
総
会
は
評
議
員
会
ま
た
は
常
任
委
員
会
が
必
要
と
認
め
た
時
、
こ

　
　
れ
を
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

　
３
　
会
員
の
五
十
名
の
要
請
が
あ
れ
ぱ
臨
時
総
会
を
開
か
ね
ぱ
た
ら
た
い
。

第
十
七
条
　
総
会
は
出
席
会
員
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。

第
十
八
条
　
総
会
の
議
決
は
出
席
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
成
立
す
る
。
可
否
同

　
数
の
場
合
は
議
長
が
こ
れ
を
決
す
る
。

　
　
　
第
五
章
会
　
　
　
計

第
十
九
条
　
本
会
の
会
費
は
年
額
二
〇
〇
〇
円
と
す
る
。
　
（
昭
和
五
十
二
年
度

　
改
訂
）

第
二
十
条
　
本
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
目
よ
り
翌
三
旦
二
十
一
目
ま
で
と
す

　
る
。

　
　
　
第
六
章
補
　
　
　
則

第
二
十
一
条
　
本
会
則
の
改
正
は
総
会
に
お
い
て
出
席
会
員
の
三
分
の
二
以
上

　
の
同
意
を
要
す
る
。

第
二
十
二
条
　
本
会
則
の
発
効
は
昭
和
五
十
年
四
月
一
目
と
す
る
。
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国
文
学
会
機
関
詑
「
同
志
杜
国
文
学
」
は
、
会
員
諸
氏
の
研
究
発
表
の
仰

沽
場
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
進
ん
で
ご
投
稿
下
さ
い
。
枚
数
は
四
百
字
詰
三
十
ｗ
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＾
枚
以
内
。
第
三
十
一
号
締
切
は
昭
和
六
十
三
年
九
月
末
日
厳
守
。
た
だ
Ｍ

～
し
、
掲
載
論
文
の
数
に
は
限
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
論
文
の
採
択
は
編
集
｝
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